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汚染止められない可能性

日
本
の
水
源
地
と
な
る
森
林
が
、

外
国
資
本
に
次
々

と
買
収
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
主
に
北
海
道
で
確
認

さ
れ
て
き
た
が
警
戒
の
波
は
関
東
に
も
拡
大
。
　
〃

無
法

状
態
〃
で
の
買
い
占
め
を
抑
制
し
よ
う
と
、

荒
川
の
水

源
地
を
多
く
持
つ
埼
玉
県
は
、

先
月
１
日
に
水
源
地
域

の
保
全
を
目
指
す
条
例
を
施
行
し
た
。

外
資
が
水
源
地

を
所
有
す
る
と
、

ど
の
よ
う
な
悪
影
響
が
起
こ
り
う
る

の
か
。

専
門
家
は

「首
都
圏
の
水
道
代
が
は
ね
上
が
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

た
森
林
の
所
有
者
が
土
地
を

売
却
す
る
場
合
、

契
約
の
３０

日
前
ま
で
に
売
却
先
の
氏
名

や
住
所
、

利
用
目
的
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け

る
、

水
源
地
の
保
全
条
例
導

入
に
踏
み
切

っ
た
。

　
翌
加
川

の
水
源
と
な
る
森
林
を
３
分

の
１
保
有
す
る
県
と
し
て
、

取
り
組
み
が
必
要
と
判
断
し

た
」
と
県
担
当
者
。

裏
を
返

せ
ば
、

外
資
の
水
源
地
買
収

は
荒
川
の
よ
う
な

〃
関
東
の

水
が
め
〃
に
も
影
響
を
与
え

う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

警
戒
の
動
き
は
国
会
に
も

波
及
。

民
主
、

自
民
、

公
明

な
ど
超
党
派
の
議
員
連
盟
は

「水
循
環
基
本
法
案
」

（仮

称
）
を
早
け
れ
ば
今
国
会
に

議
員
立
法
で
提
出
す
る
意
向

を
示
し
て
い
る
。

議
連
事
務

局
長
の
森
山
浩
行
衆
院
議
員

（
民
主
）
は

「２‐
世
紀
に
お

い
て
、

水
は
世
界
で
必
要
と

さ
れ
る
資
源
。

保
全
に
金
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
話
す
。

水
源
地
を
外
資
に
買
わ
れ

る
こ
と
で
、

ど
ん
な
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

水
問
題

を
専
門
に
扱
う

「グ
ロ
ー
バ

ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ

パ
ン
」
代
表
で
、

国

連
本
部
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
務
め
る
吉
村

和
就

（
か
ず
な
り
）

氏
は

「荒
川
や
利
根

川
な
ど
、

大
き
な
河

川
の
水
質
汚
染
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
く

な

る

危

険

性

が

あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

「現
在
の
日
本
で

は
、

人
間
が
管
理
す

る
こ
と
を
前
提
に
し

た
人
工
林
が
主
体
。

天
然
林
と
違
い
、

通
正
な
整

備
を
怠
れ
ば
公
益
的
機
能
を

失
い
ま
す
」
と
言
村
氏
。

そ

の
機
能
の
う
ち
水
質
に
直
結

す
る
の
が

「か
ん
養

機
能
」
。

雨
水
が
森

林
野
庁
に
よ
る
と
、

２

０
０
６
～
１０
年
に
外
資
や

外
国
人
が
取
得
し
た
日
本

国
内
の
森
林
は
５
道
県
で

計
約
６
２
０
診
。

た
だ
、

自
治
体
が
把
握
し
て
い
る

買
収
は

「氷
山
の

一
角
」

と
し
、

少
な
く
と
も
倍
近

い
１
１
０
３
診
が
買
収
さ

れ
て
い
る
と
す
る
報
道
も

あ
る
。
１
診
以
上
の
取
得
に

は
市
町
村

へ
の
届
け
出
が
必

要
で
、

ス
キ
ー
場
建
設
な
ど

が
目
的
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、

真
意
は
不
明
。

良

質
な
水
源
獲
得
が
目
的
の
可

能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

埼
玉
県
で
は
こ
れ
ま
で
、

県
下
の
買
収
は
確
認
し
て
い

な
い
。ヽ

そ
れ
で
も
、

指
定
し

― 1雨1隼韓を|り1
林

の
上

に
し
み

こ
む

こ
と

で
、

空
気
中
の
ち
り
や
大
気

汚
染
物
質
が
取
り
除
か
れ

る
。

天
然
の
フ
ィ
ル
タ
ー
の

よ
う
な
機
能
だ
。

「
こ
の
フ

ィ
ル
タ
ー
が
汚
れ
れ
ば
当

然
、

水
に
汚
れ
が
移
り
ま
す
」

と
説
明
す
る
。

轄省庁バラバラ…国の対策遅れ原因に

して お り、 水 循 環 全 体 を統 括 す る

省 庁 が な い ことが 、 国 の 対 策 遅 れ
を招 い て い る。

t 水 源 地 域 保 全 条 例 は北 海 道 、 埼

i玉 県 で成 立 して い る。 無 届 けや 虚

!偽 の届 け に は勧 告 を行 い 、 従 わ な

;い 場 合 は属 け 出 内容 を公 開 す る。
i 取 引 を事 前 に把 握 す る こ とで 、

i利 用 目 的 や 水 源 地 へ の 影 響 を 調

:べ 、 水 質 保 全 を 図 る狙 い 。 しか し

:い ず れ も 、 違 反 者 に対 す る罰 則 が

iな い ことか ら、効 果 を疑 問視 す る

i声 も あ る。

! 埼 玉 県 は 「そ の場 限 りの罰 則 を

i科 す よ り、 名 を 公 開す る こ と に よ

が外 国人 に通 用 す る
と思 え な い 」 とす旨摘
す る識 者 も 。

一 方 、 国会 の超 党

派 議 連 は 「土 地 の所
有 権 は上 下 に及 ぶ 」
と規 定 す る民 法 を改
正 し、地 下 水 を公 の

所 有 とす る道 筋 を模

索 して い る。しか し、

従 来 か ら地 下 水 を使

用 す る人 々 の 既 得 権
益 が立 ち ふ さ が り、 一 筋 縄 で い か
な い の が現 状 だ。 また 水 に 関 す る
管 轄 省 庁 は極 め て 多 数 に枝 分 か れ
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日
本
の
水
源
地
が
外
資
に
よ
る
買
収
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る

（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
）

実
際

に
東
北
地
方

で

は
、

水
源
地
の
出
林
を
伐

採
し
た
と
た
ん
、

河
□
付

近
で
養
殖
し
て
い
た
カ
キ

が
全
滅
し
た
例
も
あ
る
と

い
う
。

「極
端
に
言
え
ば
、

森
林
を
ほ

っ
た
ら
か
す
だ

け
で
も
水
は
汚
れ
る
。

上

流
の
水
源
が
多
数
押
さ
え

ら
れ
れ
ば
、

大
量
の
濁

っ

た
水
が
河
川
に
流
れ
込
む

恐
れ
が
あ
り
ま
す
」
と
吉

村
氏
は
警
告
す
る
。

地
下
水
は
土
地
の
所
有

者
に
権
利
が
帰
属
し
、

管

轄
す
る
省
庁
も
な

い
た

め
、

土
地
所
有
者
の
承
諸

が
な
け
れ
ば
対
策
を
講
じ

ら
れ
な
い
。

外
国
で
土
地

が
転
売
さ
れ
れ
ば
地
主
に

連
絡
を
つ
け
る
の
も
難
し

く
な
り
、

半
永
久
的
に
水

源
が
汚
染
さ
れ
る
最
悪
の

ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ

ォ
ー
タ

・
ジ

ャ
パ

ン
の
試
算

で

は
、

外
資
が
買
収
可
能
な

水
源
を
買
い
占
め
、

か
ん

養
が
不
十
分
と
な

っ
た
場

合
、

全
国
の
水
道
水
源
の

２５

・
６
物
を
占
め
る
河
川

水
と
同
１９

・
８
物
の
井
戸

水
が
直
接
的
影
響
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
。

吉
村
氏
に
よ
る
と
、

河

森

林

の
か
ん
差

機
能

は
、

落
ち
棄
と
バ
ク
テ
リ

ア
に
よ

っ
て
成
り
立
つ
。

過
度
の
伐
採
な
ど
で
落

ち
藁
が
減
る
と
、

ろ
過

が
不
十
分
と
な
り
、

岩

な
ど
か
ら
塩
分
や
有
害

質

が
水

に
溶

け
出

す
。

逆
に
落
ち
葉
が
増

え
す
ぎ
て
も
、

バ
ク
テ

リ
ア
が
分
解
し
き
れ
な

い
有
機

物

が
溶

け
出

し
、

赤
潮
の
よ
う
な
現

象
が
起
き
る
ほ
か
フ
ミ

ン
酸
と
い
一つ
物
質
が
発

し
濁
り
が
出
る
。

閲
囲
埼
玉
県
条
例
露
圏
囲
東
京
都
管
理
測
田
囲
上
流
で
不
穏
な
動
き

川
自
体
が
汚
れ
て
も
、

最
終

的
に
浄
水
は
可
能
。

し
か
し

「汚
れ
が
ひ
ど
く
な
れ
ば
浄

化
コ
ス
ト
は
ア
ツ
プ
し
、

水

道
料
金
に
転
嫁
さ
れ
る
。

大

幅
な
値
上
が
り
は
避
け
ら
れ

な
い
の
で
は
」
と
予
測
す
る
。

水
質
が
保
た
れ
た
場
合
も

問
題
が
生
じ
る
。

外
資
が
か

ん
養
を
保
全
す
る
と
す
れ
ば

く
み
上
げ
目
的
と
想
定
さ
れ

る
。

上
流
の
取
水
に
法
規
制

は
な
い
。

「仮
に
上
流
で
大

量
取
水
さ
れ
た
場
合
、

下
流

の
自
治
体
は
水
不
足

に
陥

る
」
と
言
村
氏
は
警
告
す
る
。

埼
玉
県
が
対
策
に
乗
り
出

し
た
荒
川
に
加
え
、

多
摩
川

は
東
京
都
水
道
局
が
上
流
の

水
源
地
約
２
万
１
６
３
０
診

を
所
有
、

管
理
。

水
質
の
保

全
に
努
め
て
い
る
。

懸
念
は

利
根
川
。

上
流
地
域
の
土
地

所
有
者
に
対
し
、

外
資
が
バ

ッ
ク
と
み
ら
れ
る
第
三
者
を

通
じ
た
接
触
が
多
数
あ

っ
た

こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
。

東
京
都
と
埼
玉
県
は
、

水

道
水
の
約
８
割
を
利
根
川
と

荒
川
か
ら
取
水
す
る
。

吉
村

氏
は

「当
た
り
前
の
よ
う
に

き
れ
い
な
水
が
使
え
る
環
境

を
保
つ
た
め
、

利
根
用
上
流

の
自
治
体
に
は
早
急
な
対
策

を
求
め
た
い
」
と
話
す
。

世
界
で
も
危
機
感

①
…

米
国
の
国
家
情
報
長

宮
室
は

「今
の
ま
ま
で
は

２
０
４
０
年
ま
で
に
世
界

の
水
が
足
り
な
く
な
り
、

世
界
の
食
料
市
場
や
経
済

成
長
に
悪
影
響
を
与

え

る
」
と
す
る
報
告
書
を
ま

と
め
て
い
る
。

世
界
の
水

需
要
は
２
０
３
０
年
に
３０

物
増
加
す
る

一
方
、

地
球

温
暖
化
な
ど
の
影
響
で
水

の
供
給
量
は
減
り
、

北
ア

フ
リ
カ
や
中
東
、

南
ア
ジ

ア
な
ど
で
水
不
足
が
深
刻

化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま

た
水
確
保
を
め
ぐ
り
、

上

流
の
国
が
水
を
独
占
し
た

り
、

ダ
ム
な
ど
を
狙

っ
た

テ
ロ
が
起
き
る
恐
れ
を
指

摘
し
て
い
る
。


